
＜高津地区＞

意見 回答 担当
委員会

1
　今日の資料や説明もそうだが横文字が多くて分かりにくい。伝わらなけ
れば意味がないので伝える努力をするべきである。

　そういう声があることは承知していますので、伝える努力をしていきま
す。 広聴広報

2
　米軍機が着陸したが市議会の対応はどうか。市民にもっと情報を出して
ほしい。

　少し遅くなったが、市から報告があった。他の市民からも問い合わせが
あるが、県営空港のため県への要望・意見になるが、必要に応じて議会で
も議論していきます。

総務文教

4

・避難するのに中学校は遠いので、高齢者などは小学校に行くことになる
が入りきれないのではないか。また、翔陽高校は県の施設なので、難しい
かもしれないが一時避難所にならないか。
・水害時の避難先が高津中学校になっているが、避難が難しい高齢者など
は高津小学校へ避難するように自治会長が市と相談して決めた。ハザード
マップには中学校しか載ってないが、状況に応じたきめ細かい避難対応が
必要である。

執行部に確認し回答いたします。

【執行部回答　危機管理課　】
　現在、翔陽高校については、一時避難所として位置付けており、指定避
難所である高津中学校だけでは避難者を収容しきれない場合や緊急に翔陽
高校を開設する必要がある場合は、避難所として開設依頼をすることとし
ています。
　水害時で高津小学校への避難ですが、浸水想定区域内となっております
ので防災情報等をご確認のうえ避難行動を取っていただきますようお願い
します。

総務文教

3

・水害に関して、同じ高津地区でも危険度が違うので避難指示など細かく
情報を出してほしい。
・市から避難者の確認もなかったが、自治会長としてどのような対応が必
要か。

　避難指示をどこまで出せるか検討は必要ですが、なるべく細かく出せる
ようにする必要はあるので確認します。

【執行部回答　危機管理課　】
　まずは、ご自身が避難の必要な場所にお住まいになっているのかを把握
していただくとともに早めの避難行動を取っていただくことが大切だと考
えております。市といたしましても関係機関と連携を行いながら早期の情
報収集、情報発信に努めてまいります。
　自治会単位での避難をされた場合、市が指定した避難所に避難された場
合につきましては、市へ連絡をしていただければ人数等の確認が可能です
し、状況を把握することが出来ます。令和２年度益田市地域防災計画ダイ
ジェスト版Ｐ８７に「自治会長の行動」について記載されておりますので
ご参考にしてください。
「自治会長の行動」　令和２年度益田市地域防災計画ダイジェスト版
・情報の通報
　災害状況、被害状況を早期に、かつ的確に把握し、市役所または公民館
に情報の通報をする。
・避難場所の開設通報
　住民の自主避難により避難所開設の際には避難場所、避難時刻、世帯数
を報告する。避難所開設において、鍵等の確認をしておくとともに、不明
の場合は速やかに対策本部に問い合わせを行う。
・避難誘導
　自治会の避難誘導員は、避難誘導班と協力し、高齢者、幼児傷病者、及
び婦女子を優先し避難させる。

総務文教



5

・小学校は警戒レベル４になれば危険である。現場にあったきめ細かい指
示が必要である。
・中学校で体育館にテントを設置する人がいた。新型コロナ感染防止のた
め、避難が困難となる場合がある。

執行部に確認し回答いたします。

【執行部回答　危機管理課　】
　ご意見のとおり、その都度、気象状況や災害の種類等を総合的に判断し
て避難所を選定する必要があり、その状況に応じたきめ細かい指示が必要
となってきます。市としても関係機関と連携を行いながら情報収集や体制
の構築に努め、適宜、情報発信を行ってまいります。
　昨年度より、新型コロナウイルス感染症を踏まえた避難所運営方針の作
成、消毒用アルコールやパーテーション等備品の購入等、新型コロナウイ
ルス感染症防止対策に配意した避難所運営を行っております。また、市が
開設する避難所での３密状態を避けるためにも、安全安心が確保される場
合は、知人宅での避難や車中泊避難についても呼びかけを行っておりま
す。

総務文教

6
　実態とずれているから意見が出ている。市に対して、議員として対応を
求めることが大切である。

　地域防災計画など充実してきているが、最近の実態と合わせることは今
後も必要と考えます。 総務文教

7
危機管理課が３階にあるのは危機管理が薄いと感じる。 　訪れるにしては不便であるが、３階に会議室があり各部署が集まること

が出来ることや、非常時に1階にあると災害に巻き込まれる可能性なども想
定されます。

総務文教

8
　包括支援センターのスタッフの対応について違いがあり不快な思いをし
ている人がいる。

執行部にもお伝えいたします。
福祉環境

9
＜観光事業について＞
・益田市としてのビジョンを明確にしてほしい。
・具体的、実行可能なものを出してほしい。

・第６次益田市総合振興計画に具体的なビジョンを掲げています。
・ご意見としてお受けいたします。 経済建設

10

＜総合振興計画の策定について＞
・議会として、きちんとチェックして作成されているのか。
・第五次計画と比べて課題を克服されているのか。
・地域に出て問題を吸い上げてほしい。
・議員は、委員会を超えて益田市を良くするために議論するべきである。
・地域自治組織には、それぞれの地域に、担当職員をつけるべきである。

ご意見としてお受けいたします。

総務文教



11

＜ゴミ出しについて＞
・市指定ごみ袋に、名前は書かなくてもよいのか。
・外国人のゴミ出しの仕方をどう説明したら良いか。
・外国語のパンフレットを作れないか。

執行部に確認し回答いたします。

【執行部回答　環境衛生課　】
・平成5年、「益田市廃棄物の処理及び清掃に関する条例施行規則」が施行
されたことに併せ、ゴミの適正排出を目的として、市指定ごみ袋に記名欄
が設けられました。その後、平成17年に「個人情報の保護に関する法律」
が施行され、個人情報保護の観点から、現在、市から住民に対し、記名を
促すことは困難となっております。
　ただし、ゴミの適正な分別を促すため、記名や番号等の記入をお願いし
ている自治会や組内もあると聞いておりますので、地区の方針をご確認い
ただきますようお願いします。
・英語表記の説明用パンフレットが環境衛生課にございますので、ご利用
ください。

福祉環境

12

＜萩・石見空港について＞
・２便へのこだわりは、必要はないのではないか。
・益田市にお金が落ちるような仕組みにするべきである。
・議員がしっかり利用するべきである。

・２便化にあたっては、羽田発着枠政策コンテストで勝ち取った経過もあ
りますので、引き続き２便化による利用促進を進めていく必要がありま
す。
・ご意見としてお受けいたします。

萩・石見
空港対策

13
　議員のそれぞれの活動が見えないので、議会報告会を年数回やるべきで
ある。また、議会だよりの発行する回数をもっと増やすべきである。

ご意見としてお受けいたします。 広聴広報
議会だよ

り

14

　住民票について外国人は移す必要がないのか。居所と住民票の関係を教
えてほしい。

執行部に確認し回答いたします。

【執行部回答　市民課　】
　「住所」は生活の拠点となる場所を指し、外国人の方も日本人と同様
に、住所や世帯構成が変わった場合は転入、転出、転居等の届出が必要と
なります。
　一方の「居所」は生活の本拠とまでは言えないがある程度継続して住む
場所を指しており生活実態に応じた届出が必要です。

総務文教


